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定
を
獲
得
し
た
４
年
次
生
が

体
験
談
を
披
露
。
企
業
説
明

会
に
参
加
す
る
意
義
な
ど
を

話
し
た
ほ
か
、
後
輩
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
ま
た
、
27
日
に
は
「
面
接

突
破
講
座
＋
就
活
マ
ナ
ー
講

座
」
を
開
講
。
夏
期
休
暇
を

利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
に
臨
む
３
年
次
生
に

と
っ
て
、
学
び
の
多
い
ガ
イ

ダ
ン
ス
と
な
っ
た
。

　
後
期
は
９
月
19
日（
木
）の

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
適
性
診

断
）
か
ら
始
ま
る
。
４
年
次

生
内
定
者
に
よ
る
就
職
活
動

体
験
談
や
３
年
次
生
全
員
参

加
の
模
擬
面
接
会
な
ど
、
多

彩
な
講
座
を
予
定
。
日
程
や

詳
細
は
、
進
路
支
援
室
前
の

掲
示
板
や
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ

ｕ
ｓ
な
ど
で
確
認
を
。

ッ
プ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
石
巻
産
業
創
造

株
式
会
社
と
連
携
し
、
全
５

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

受
講
生
は
、
石
巻
地
域
で
活

躍
す
る
経
営
者
に
よ
る
講
話

を
聞
い
た
り
、
金
融
機
関
の

職
員
か
ら
指
導
を
受
け
た
り

し
て
い
る
。

　
最
終
回
（
７
月
17
日
）
は
、

将
来
の
事
業
計
画
書
の
発
表

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
学
生

た
ち
は
熱
心
に
受
講
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

察
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
５
月
25
日
に

宮
城
県
栗
原
市
花
山
で
ブ
ナ

帯
の
森
林
を
対
象
と
し
た
植

物
実
習
、
６
月
８
日
に
石
巻

市
の
渡
波
海
岸
と
万
石
浦
で

磯
と
干
潟
の
自
然
環
境
を
観

察
す
る
海
洋
生
物
実
習
、
15

日
に
本
学
周
辺
の
水
田
か
ら

水
を
採
取
し
生
物
や
水
質
を

調
査
す
る
動
物
実
習
の
三
つ

の
実
習
を
実
施
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
、「
標
高
と
植

生
の
関
係
を
確
認
で
き
た
」

（
植
物
実
習
）、「
石
巻
の
海

に
興
味
が
湧
い
た
」（
海
洋
生

物
実
習
）、「
採
取
し
た
生
物

を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
ス
ケ

ッ
チ
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ

た
」（
動
物
実
習
）
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
感
想
が
あ
っ
た
。
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石
巻
市
特
産
の
鯨
肉
の
有

効
活
用
を
目
指
し
、
理
工
学

部
生
物
科
学
科
の
鈴
木
英
勝

教
授
が
中
心
と
な
っ
て
開
発

を
進
め
て
き
た
産
学
官
連
携

企
画
商
品
「
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん

べ
い
鯨
大
和
煮
風
味
」
が
完

成
し
た
。

　
石
巻
で
長
く
愛
さ
れ
る

「
鯨
大
和
煮
」と
山
形
県
の
銘

菓「
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん
べ
い
」の

コ
ラ
ボ
商
品
で
、
６
月
７
日

か
ら
石
巻
市
や
仙
台
市
な
ど

で
販
売
を
開
始
。
学
内
で
は

学
生
会
館
２
階
の
コ
ン
ビ
ニ

で
扱
っ
て
い
る
。

　
本
学
は
２
０
２
２
年
度
か

ら
石
巻
市
と
連
携
し
、
鯨
食

文
化
の
継
承
と
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
鯨
肉
の
有
効

活
用
に
関
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
開
発
は
、
か

ね
久
（
仙
台
市
）、
酒
田
米

菓
（
山
形
県
酒
田
市
）、
木

の
屋
石
巻
水
産
（
石
巻
市
）

と
共
同
で
進
め
、
商
品
化
に

こ
ぎ
着
け
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん
べ
い
鯨
大

和
煮
風
味
は
、「
パ
リ
パ
リ
と

し
た
食
感
の
中
に
鯨
の
風
味

が
感
じ
ら
れ
て
お
い
し
い
」

と
好
評
で
、
鯨
大
和
煮
の
製

造
過
程
で
出
る
端
材
を
活
用

す
る
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
も
貢
献
す
る
。

　
６
月
４
日
、
石
巻
市
役
所

で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に

は
、本
学
か
ら
尾
池
守
学
長
、

鈴
木
教
授
と
研
究
室
の
学
生

２
人
が
出
席
。
鈴
木
教
授

は
、「
鯨
は
石
巻
地
域
の
食
文

化
。
研
究
を
進
め
る
な
か

で
、
鯨
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
優

れ
た
機
能
を
持
つ
成
分
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
研
究
成
果
を
生

か
し
て
、
今
後
も
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
商
品
開
発
を

進
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
理
工
学
部
生
物
科
学
科
の

１
年
次
生
が
履
修
す
る
「
野

外
生
物
実
習
」
で
は
、
屋
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド

に
赴
き
、
自
然
や
生
物
の
観

　
経
営
学
部
経
営
学
科
の
地

域
産
業
論
で
は
、
起
業
家
や

事
業
承
継
を
目
指
す
学
生
を

対
象
と
し
た「
創
業
・
家
業
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

　
進
路
支
援
係
で
は
、
３
年

次
生
を
対
象
と
し
た
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
開
講
し
て
い

る
。
６
月
13
日
に
は
、「
業

界
・
企
業
・
職
種
研
究
講
座

〜
説
得
力
の
あ
る
志
望
動
機

の
作
り
方
〜
」
と
題
し
、
内

　
５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日

に
か
け
て
山
形
県
で
開
催
さ

れ
た
「
第
77
回
東
北
学
生
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
」

女
子
５
０
０
０
㍍
の
部
で
、

女
子
競
走
部
の
ム
ワ
ン
ギ
・

エ
ス
タ
ー
さ
ん
（
経
営
１
・

島
根
県
益
田
東
高
）
が
16
分

36
秒
07
の
大
会
新
記
録
で
優

勝
し
た
。

　
女
子
競
走
部
初
の
留
学
生

と
し
て
入
学
し
、
初
の
タ
イ

ト
ル
獲
得
と
な
っ
た
エ
ス
タ

ー
さ
ん
は
、「
優
勝
で
き
た
こ

と
は
う
れ
し
い
」
と
喜
び
つ

つ
、「
自
己
ベ
ス
ト
は
更
新
で

き
た
が
、
目
標
タ
イ
ム
に
は

届
か
な
か
っ
た
。
次
の
大
会

で
は
目
標
を
上
回
る
走
り
を

し
た
い
」と
力
強
く
語
っ
た
。

　
み
や
ぎ
東
日
本
大
震
災
津
波

伝
承
館
（
石
巻
市
）
で
６
月
６

日
か
ら
30
日
ま
で
、
震
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
焦
点
を
当
て
た
企

画
展
が
開
か
れ
た
。
企
画
し
た

の
は
、
人
間
学
部
４
年
次
生

で
、
伝
承
館
の
最
年
少
解
説
員

で
も
あ
る
佐
藤
陸
さ
ん
（
宮
城

県
迫
桜
高
）。「
東
日
本
大
震
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
｜
あ
の
日
か

ら
続
く
支
え
合
い
に
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
、
現

在
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
を

続
け
る
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
。

　
館
内
に
約
20
枚
の
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歴

史
や
活
動
内
容
な
ど
を
豊
富
な

写
真
と
文
章
で
紹
介
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
拠
点

と
し
て
本
学
を
開
放
し
た
坂
田

隆
前
学
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
展
示
。
来
場
者
は
一
つ
一
つ

の
パ
ネ
ル
の
前
で
足
を
止
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
震
災
の
記
憶
に
思

い
を
は
せ
て
い
た
。

　
２
年
次
生
の
と
き
に
伝
承
館

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
に
な

り
、
現
在
は
副
主
任
解
説
員
と

し
て
活
躍
の
場
を
広
げ
る
佐
藤

さ
ん
に
、
初
め
て
担
当
し
た
企

画
展
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

●
企
画
展
開
催
の
経
緯
は
？

　
伝
承
館
が
今
年
で
開
館
3
周

年
を
迎
え
る
こ
と
、
石
巻
専
修

大
学
が
地
震
直
後
か
ら
復
興
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
こ
と
、
解
説
員
と
し
て
活

動
す
る
な
か
で
来
館
者
か
ら
の

「
あ
り
が
と
う
、
た
め
に
な
っ

た
」
の
言
葉
が
や
り
が
い
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の

展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。

●
準
備
や
解
説
業
務
に
ど
ん
な

気
持
ち
で
取
り
組
ん
だ
か
？

　
展
示
内
容
を
考
え
る
過
程

で
、
東
日
本
大
震
災
は
広
範
囲

に
わ
た
る
災
害
で
あ
っ
た
た

め
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
感
謝
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
被

災
者
の
多
様
な
経
験
を
、
展
示

で
表
現
す
る
難
し
さ
も
実
感
し

ま
し
た
。
解
説
業
務
に
お
い
て

は
、
パ
ネ
ル
に
沿
っ
た
解
説
に

加
え
、
来
館
者
の
経
験
を
伺

い
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
意
識
し
ま
し
た
。

●
会
期
を
終
え
て
の
感
想
は
？

　
来
館
者
が
自
ら
の
経
験
を
書

く
こ
と
の
で
き
る
パ
ネ
ル
を
用

意
し
た
の
で
す
が
、
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
個
人
の
多

様
な
経
験
を
展
示
と
し
て
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初

め
て
展
示
を
企
画
す
る
な
か

で
、
内
容
や
表
現
方
法
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

自
身
の
学
び
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。

６月４日の記者会見で。鈴木教授（前列左から２人目）、

尾池学長（同３人目）と関係者

◀ オランダせんべい鯨大和煮風味

産学官連携商品が完成産学官連携商品が完成
鯨肉を有効活用 学内外で販売中鯨肉を有効活用 学内外で販売中

理
工
・
鈴
木
教
授
を
中
心
に
開
発

初の企画展開催初の企画展開催
伝
承
館
で
解
説
員
務
め
る
佐
藤
陸
さ
ん（
人
間
４
）

展
示
パ
ネ
ル
を
解
説
す
る
佐
藤
さ
ん

【植物実習】依田清胤教授（右）の解説を聞く学生たち

【海洋生物実習】渡波海岸での生物観察

理工「野外生物実習」

森林・干潟・水田で

自然や生物を観察

進路ガイダンスを開講

真剣に受講する３年次生

Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

杜
の
都
弓
道
大
会

　
６
月
16
日
に
行
わ
れ
た
第

29
回
杜
の
都
弓
道
大
会
の
大

学
生
の
部
に
弓
道
部
が
出

場
。
３
人
１
組
の
団
体
戦

で
、
平
塚
翼
さ
ん
（
経
営
４
・

宮
城
県
石
巻
商
業
高
）、
舘

田
恭
輔
さ
ん
（
経
営
３
・
青

森
県
青
森
西
高
）、
尾
形
望

夢
さ
ん
（
経
営
２
・
福
島
県

福
島
工
業
高
）
の
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
を
果
た
し
た
。

優
勝
し
た
Ａ
チ
ー
ム
の
３
人

大会新で優勝したエスターさん

女子競走部 エスターさん

5000㍍ 大会新で優勝

東北学生陸上競技選手権

経　　営
「地域産業論」

起
業
・
事
業
承
継
目
指
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

地
域
で
活
躍
す
る
経
営
者
の

話
を
聞
く
受
講
生

学
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
商
品
を

手
に
取
る
学
生
た
ち


